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　Ұൠ࣭໰はɺ��議һがߦいɺொ੓શൠΛ࣭ͨ͠。
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໰
（
中
川
議
員
）

ふ
る
さ
と
納
税
は
増

加
し
て
い
る
が
、
単
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
額
と
経
費

を
引
い
た
町
の
実
収
入
は
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

収
入
総
額
は
、
２
億

４
３
５
２
万
円
、
支
出
総

額
１
億
４
６
８
２
万
円
、

実
収
入
は
９
６
７
０
万
円

で
あ
る
。

໰
（
大
森
議
員
）

町
税
に
お
い
て
予
算

現
額
よ
り
調
定
額
が
１
２

０
０
万
円
多
く
な
っ
て
い

る
予
算
現
額
と
調
定
額
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
。

౴
（
税
務
課
長
）

予
算
現
額
は
、
歳
入

と
し
て
見
込
ま
れ
る
額
。

調
定
額
は
、
課
税
し
た
結

果
の
額
で
あ
る
。

໰
（
前
田
議
員
）

健
康
づ
く
り
推
進
事

業
の
不
用
額
が
１
０
０
万

円
と
あ
る
が
理
由
を
伺
う
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

で
、
目
標
は
１
０
０
０
名

で
あ
っ
た
が
申
請
者
が
４

４
３
名
で
あ
っ
た
。

໰
（
福
本
議
員
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
る
が

そ
の
効
果
は
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

ア
ク
セ
ス
数
が
��
万

２
千
件
あ
っ
た
。
閲
覧
は

イ
ベ
ン
ト
等
開
催
の
５
、

��
、
��
月
が
多
い
。

໰
（
竹
本
議
員
）

常
勤
職
員
派
遣
研
修

及
び
庁
内
研
修
、
ま
た
、

非
常
勤
職
員
派
遣
研
修
及

び
庁
内
研
修
は
何
回
で
何

人
受
講
で
あ
っ
た
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

常
勤
派
遣
研
修
は
��

回
��
名
、
庁
内
研
修
は
��

回
で
３
４
３
名
、
非
常
勤

職
員
は
業
務
の
中
で
行
っ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。

໰
（
荒
木
議
員
）

妊
婦
さ
ん
の
歯
科
指

導
の
状
況
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

��
年
度
は
��
名
の
方

が
指
導
を
受
け
て
い
る
。

໰
（
磯
野
議
員
）

予
算
の
項
目
の
流
用

に
つ
い
て
は
、
主
だ
っ
た

も
の
は
何
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

人
件
費
関
係
で
人
事

異
動
に
よ
り
予
算
の
組
み

換
え
が
主
だ
っ
た
も
の

だ
。

歳　

入

歳　

出

一
般
会
計
決
算（
主
な
質
疑
）

ऩɹೖ ɹग़ࢧ ऩࢧͷֹࠩ

ਫ ಓ ࣄ ۀ ձ ܭ
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Լਫಓۀࣄձܭ
ऩӹతऩࢧ 9ԯ1179ສԁ 8ԯ�189ສԁ �990ສԁ

ࢧ本తऩࢿ 9ԯ9728ສԁ 1�ԯ�97�ສԁ ˚�ԯ�2�7ສԁ

໰
（
大
森
議
員
）

保
険
給
付
金
が
��
年

度
よ
り
８
２
０
０
万
円
程

減
、
そ
の
要
因
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

高
額
な
入
院
の
レ
セ

プ
ト
の
件
数
が
減
少
、
心

疾
患
関
係
で
１
８
５
０
万

円
の
減
額
に
な
っ
た
事
が

主
な
要
因
。

特
別
会
計決算

（
主
な
質
疑
）

国
民
健
康
保
険

ձ۠ܭ෼ ɹೖࡀ ɹग़ࡀ ཌ೥౓΁ͷ܁
ӽ͢΂͖ݯࡒ
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հ ޢ อ ݥ 17ԯ289�ສԁ 16ԯ76�1ສԁ 0 �26�ສԁ 6�09ສԁ ˚10��ສԁ

ҩྍऀྸߴظޙ 1ԯ96�9ສԁ 1ԯ9�97ສԁ 0 62ສԁ 92ສԁ ˚�0ສԁ

平成30年度  特別会計決算
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໰
（
福
永
議
員
）

固
定
資
産
税
の
総
務

大
臣
配
分
は
、
前
年
度
と

比
較
し
て
ど
う
か
。

౴
（
税
務
課
長
）

J
R
九
州
、九
州
電
力
、

船
舶
関
係
１
社
分
が
増
え

て
い
る
。

໰
（
福
永
議
員
）

一
般
不
妊
治
療
費
助

成
金
の
内
容
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

人
工
授
精
の
部
分
が

保
険
適
用
外
と
な
り
、
こ

の
分
を
夫
婦
１
組
当
た
り

５
万
円
の
助
成
を
す
る
。

໰
（
福
永
議
員
）

基
金
の
繰
入
額
が
３

０
０
０
万
円
、
基
金
は
総

額
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

総
額
は
１
億
３
０
０

０
万
円
と
な
る
。

【
内
容
】

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
伴
い
条
例
の
一
部

改
正
。

໰
（
福
永
議
員
）

幼
児
教
育
・
保
育
無

償
化
の
財
源
分
担
は
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

��
月
か
ら
来
年
３
月

ま
で
国
負
担
。
来
年
４
月

か
ら
国
１
／
２
、
県
１
／

４
、
町
１
／
４
と
な
る
。

【
内
容
】

　

上
位
法
の
改
正
。
結
婚

後
に
旧
氏
を
使
い
続
け
る

女
性
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
や
住
民
票
へ
の
旧
氏
の

併
記
等
を
可
能
と
す
る
も

の
。

【
内
容
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い

て
既
定
の
予
算
額
を
上
回

る
寄
附
が
見
込
ま
れ
、
事

務
処
理
に
係
る
経
費
や
、

返
礼
品
に
係
る
予
算
に
不

足
が
生
じ
た
た
め
。

　

歳
入
歳
出
に
５
０
０
０

万
円
追
加
し
、
��
億
２
４

２
万
２
０
０
０
円
。

【
内
容
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

寄
附
者
へ
の
対
応
と
し

て
、
寄
附
の
取
り
消
し
を

希
望
さ
れ
る
方
へ
の
返
還

金
に
係
る
予
算
が
必
要
な

た
め
。

　

歳
入
歳
出
に
��
万
６
０

０
０
円
追
加
し
、
��
億
２

７
３
万
８
０
０
０
円
。

【
内
容
】

　

上
位
法
の
改
正
の
た
め
。

【
内
容
】

　

腹
栄
中
学
校
屋
上
防

水
・
外
壁
改
修
工
事
代
金

の
変
更
。

　

１
億
２
０
６
万
円

　
　
　
　

←

　

１
億
３
９
５
万
円

　

１
８
９
万
円
増
額

　

天
候
不
順
に
よ
り
９
月

末
の
工
期
内
に
完
了
が
で

き
な
く
な
り
消
費
税
の
改

定
分
の
負
担
が
発
生
す
る

た
め
。

補
正
予
算

（
主
な
質
疑
）

条
例
の改正

等

専
決
処
分

一
般
会
計
補
正
予
算

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
基
準

を
定
め
る
条
例
改
正

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

の
条
例
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
条
例
改
正

工
事
請
負
契
約
の
変
更

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

人
事
案
件্໺　ඒొࢯ

ʢฏ۠ݪʣ

教
育
委
員
の
任
命

総額 73億1343万円

可
決1069万円を追加

令和元年度  一般会計補正予算

特 別 会 計 等 補 正 予 算
ձɹɹܭ ิਖ਼ֹ ૯ɹֹ ಺ɹ༰

հ ޢ อ ݥ ಛ ผ ձ ܭ 1297ສԁ 17ԯ6�97ສԁ ฏ੒�0೥౓ܾࢉʹ൐͏ࠃɾ県΁ͷฦؐۚ
ܭҩྍಛผձऀྸߴظޙ 18ສԁ 2ԯ�08ສԁ ฏ੒�0೥౓ܾࢉʹ൐͏܁ӽۚ

〈
任
期
〉

　

令
和
元
年
９
月
��
日
〜

　

令
和
５
年
９
月
��
日
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地
域
高
規
格
道
路（
有

明
海
沿
岸
道
路
）整
備

促
進
調
査
特
別
委
員

会　

要
望
活
動
報
告

　

８
月
��
日
㈭
〜

８
月
��
日
㈮

　

地
域
高
規
格
道
路

（
有
明
海
沿
岸
道
路
）

整
備
促
進
調
査
特
別
委

員
会
は
、
有
明
海
沿

岸
道
路
の
整
備
促
進

を
図
る
た
め
に
、
玉

名
市
議
会
有
明
海
沿

岸
道
路
及
び
公
共
施

設
建
設
調
査
特
別
委

員
会
と
合
同
で
要
望

活
動
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
国
土
交
通

大
臣
を
始
め
と
し
て
県

関
係
国
会
議
員
の
方
々

等
へ
、
地
元
の
熱
意

を
伝
え
た
。

　

こ
の
道
路
は
、
町

の
更
な
る
発
展
に
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
今

後
も
積
極
的
に
関
係

各
方
面
へ
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

【
内
容
】

　

社
会
か
ら
孤
立
し
た
若

い
子
育
て
世
代
へ
の
応
援

体
制
を
整
え
る
た
め
に
は

法
の
制
定
が
必
要
と
考
え

国
へ
の
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
も
の
。

討
論

反
対（
福
永
議
員
）

家
庭
教
育
支
援
法
の
中
身

が
わ
か
ら
な
い
時
点
で
、

国
、
政
府
に
対
し
て
、
法

の
制
定
を
強
く
求
め
る
の

は
い
か
が
な
も
の
か
。

討
論

賛
成（
荒
木
議
員
）

児
童
虐
待
が
多
発
し
て
お

り
、
積
極
的
な
家
庭
教
育

の
支
援
体
制
が
必
要
だ
。

家
庭
教
育
支
援
の
問
題
と

必
要
性
を
考
え
、
家
庭
は

社
会
全
体
で
守
る
べ
き

だ
。

採
択
に
賛
成　

６
名

反
対　

７
名

不
採
択
に
決
定

請　

願

৹�ٞ�݁�Ռ　⿥શ議ҊՄܾ⿦

議Ҋ൪߸ ݅　　໊

前
田
美
和
子

中
川　

雅
明

福
本
み
や
子

大
森　

秀
久

竹
本　

信
次

荒
木　

睦
子

磯
野　
　

博

浦
邊　

朝
章

宮
本
哲
太
郎

濱
村　

芳
光

福
永　

栄
助

松
井　

一
也

濱
﨑　
　

久

徳
永　

範
昭

ঝ ೝ ୈ̒߸ ྩ࿨ݩ೥౓長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ2߸ʣͷઐܾॲ෼
ͷঝೝΛٻΊΔ͜ͱʹ͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ঝ ೝ ୈ̓߸ ྩ࿨ݩ೥౓長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ�߸ʣͷઐܾॲ෼
ͷঝೝΛٻΊΔ͜ͱʹ͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ٞҊୈ��߸
長洲町ಛఆڭҭɾอҭࢪઃٴͼಛఆ஍Ҭܕอҭۀࣄͷӡ
Ӧʹؔ͢Δج४ΛఆΊΔ৚ྫ౳ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫ
ͷ੍ఆʹ͍ͭͯ

ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ٞҊୈ�6߸ 長洲町ҹؑͷొ࿥ٴͼূ໌ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹ
͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ٞҊୈ�7߸ 長洲町Ոఉతอҭۀࣄ౳ͷઃඋٴͼӡӦʹؔ͢Δج४
ΛఆΊΔ৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ೝ ఆ ୈ̍߸ ฏ੒�0೥౓長洲町Ұൠձࢉܾܭೝఆʹ͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ೝ ఆ ୈ̎߸ ฏ੒�0೥౓長洲町ࠃຽ݈߁อݥಛผձࢉܾܭೝఆʹͭ
͍ͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ೝ ఆ ୈ̏߸ ฏ੒�0೥౓長洲町հޢอݥಛผձࢉܾܭೝఆʹ͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ೝ ఆ ୈ̐߸ ฏ੒�0೥౓長洲町ऀྸߴظޙҩྍಛผձࢉܾܭೝఆʹ
͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ೝ ఆ ୈ̑߸ ฏ੒�0೥౓長洲町ਫಓۀࣄձࢉܾܭೝఆʹ͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ೝ ఆ ୈ̒߸ ฏ੒�0೥౓長洲町Լਫಓۀࣄձࢉܾܭೝఆʹ͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ใ ࠂ ୈ̏߸ ฏ੒�0೥౓ܾ݈ͮ͘جʹࢉશԽ൑அൺ཰ٴͼۚࢿෆ଍
ൺ཰ʹ͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ٞҊୈ�8߸ ྩ࿨ݩ೥౓長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ�߸ʣʹ ͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ٞҊୈ�9߸ ྩ࿨ݩ೥౓長洲町հޢอݥಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ2߸ʣʹ
͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ٞҊୈ�0߸ ྩ࿨ݩ೥౓長洲町ऀྸߴظޙҩྍಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ
1߸ʣʹ ͍ͭͯ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ٞҊୈ�1߸ ͍ͯͭʹߋ໿ͷมܖ੥ෛࣄ޻ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

ಉ ҙ ୈ̎߸ ͍ͯͭʹҭҕһձҕһͷ೚໋ڭ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʕ

੒ʜʓɹɹ൓ରʜʷɹɹࢍ ʢܽୀʣ੮ʜܽ
ˎٞ長͸දܾʹՃΘΓ·ͤΜɻ

家
庭
教
育
支
援
法
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
提
出

委
員
会
報
告
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

障
が
い
者
支
援
の
拡
充
を

౴
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の支援

事
業
を
実
施

໰
高
齢
化
の
進
む
社
会

に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

౴
（
町
長
）

介
護
予
防
拠
点
施
設

໰
障
が
い
者
支
援
の
拡

充
に
つ
い
て
、
町
の

現
状
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

౴
（
町
長
）

医
療
費
に
関
す
る
支

援
や
補
装
具
、
日
常
生
活

用
具
の
支
給
に
よ
る
支

援
、
在
宅
生
活
に
お
け
る

居
住
介
護
支
援
や
就
労
継

続
支
援
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方

面
か
ら
の
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

໰
障
が
い
の
あ
る
人
へ

の
医
療
費
に
対
す
る

で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
、
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
等
利
用
し
て
い
る
。
保

健
予
防
の
分
野
で
は
、
電

子
母
子
手
帳
す
こ
や
か
ダ

イ
ア
リ
ー
を
導
入
し
接
種

援
助
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

重
度
障
が
い
者
の
通

院
や
入
院
の
助
成
制
度
や

日
の
お
知
ら
せ
や
地
域
情

報
の
発
信
等
母
子
保
健
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
図
っ

て
い
る
。

໰
介
護
分
野
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
に
つ
い
て
長

期
的
観
点
か
ら
伺
う
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
医

療
、
介
護
、
見
守
り
、
防

犯
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

໰
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
校
教
育
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

౴
（
教
育
長
）

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推

進
委
員
会
を
設
置
し
今
後

の
方
向
性
等
を
検
証
し
て

い
る
。
今
年
度
は
、
中
学

校
２
校
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を

設
置
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
推
進
し
段
階
的
に

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
及
び
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
導
入
を
進
め

て
い
く
。

໰
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
に

か
か
る
費
用
は
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
に

か
か
る
金
額
は
、
小
中
学

校
全
体
で
１
５
０
０
万
円

程
を
想
定
し
て
い
る
。

人
工
透
析
へ
の
医
療
費
の

一
部
負
担
、
補
装
具
へ
の

給
付
な
ど
が
あ
る
。

໰
町
施
設
等
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
現
状
は
。

౴
（
町
長
）

今
年
度
庁
舎
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
工
事
を
進
め

て
い
る
。
金
魚
と
鯉
の
郷

広
場
屋
外
ト
イ
レ
を
障
が

い
者
対
応
に
整
備
し
て
い
る
。

౴
（
教
育
長
）

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
��
％
以
上
を
目
指
し
て

い
る
。

྆தֶߍにઃஔされͨແઢ̡ ̖̣

ிࣷΤϨϕʔλʔઃஔࣄ޻

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
は

౴
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
か
し
た
事
業
検
討
を
し
た
い

Ӝᬑேষ議һ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

単
年
度
収
支
の
健
全
化
が

財
政
運
営
の
基
本
だ

౴

財
政
計
画
の
目
標
項
目
は見直

し
た
い

໰
��
年
度
の
８
月
、
平

成
��
年
度
か
ら
��
年

度
、
４
年
間
の
財
政
計
画

を
立
て
た
。
し
か
し
、
��

年
度
、
��
％
以
内
と
し
て

い
た
経
常
収
支
比
率
が

��
・
９
％
、
��
年
度
の
予

算
執
行
の
見
通
し
で
も
数

値
目
標
の
８
億
円
が
達
成

໰
経
常
収
支
比
率
��
％

以
内
を
目
指
す
と
あ

る
が
、
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
、
こ
れ
ら
の
義
務

的
経
費
で
下
げ
ら
れ
る
項

目
は
あ
る
の
か
。

౴
（
町
長
）

な
か
な
か
削
減
す
る

で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。

原
因
は
、
何
か
。

౴
（
町
長
）

毎
年
毎
年
、
事
業
を

新
た
に
拡
大
し
て
い
っ
た

こ
と
が
原
因
と
考
え
て
い

る
。

໰
経
常
収
支
比
率
を
計

画
目
的
の
��
％
に
納

の
は
、
特
に
扶
助
費
は
、

今
後
、
削
減
す
る
の
は
一

層
難
し
い
と
感
じ
て
い

る
。

໰
補
助
費
等
と
物
件
費

し
か
な
い
と
思
う
が
。

౴
（
町
長
）

今
後
も
引
き
続
き
事

め
て
い
た
ら
、
本
町
の
経

常
一
般
財
源
は
平
均
し
て

約
��
億
円
ぐ
ら
い
あ
る
。

残
り
が
７
％
で
２
億
９
０

０
０
万
円
、
普
通
建
設
事

業
に
回
し
て
も
、
そ
の
残

り
で
基
金
に
積
め
ば
、
令

和
２
年
に
は
数
値
目
標
は

達
成
で
き
た
は
ず
、
誰
が

変
え
た
の
か
、
財
政
の
支

出
を
認
め
た
の
か
。

౴
（
町
長
）

毎
年
毎
年
の
住
民
の

ニ
ー
ズ
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
や
っ
て
い
く
上

で
、
こ
れ
に
投
資
す
れ
ば

将
来
的
に
は
経
費
も
減
っ

て
い
く
部
分
も
あ
る
と
考

え
、
予
算
編
成
権
者
の
私

が
決
め
た
。

໰
住
民
ニ
ー
ズ
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が

住
民
と
し
て
は
、
財
政
の

健
全
化
も
要
求
項
目
だ
。

業
の
仕
分
け
・
見
直
し
、

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い

く
考
え
で
い
る
。

໰
財
政
計
画
に
実
質
公

債
費
比
率
を
載
せ
て

い
る
が
、
財
政
健
全
化
法

で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
財

政
運
営
の
基
本
で
あ
る
収

支
の
健
全
性
を
考
え
た
ら

実
質
収
支
比
率
を
考
え
る

べ
き
だ
と
思
う
が
。

౴
（
総
務
課
長
）

財
政
計
画
上
の
目
標

項
目
は
見
直
し
を
行
い
た

い
。

【
期
待
を
込
め
て
】

　

こ
れ
か
ら
先
、
歳
入
が

多
く
な
る
こ
と
は
考
え
に

く
い
。
一
方
で
財
政
需
要

は
、
か
な
り
あ
る
と
思
う
。

先
の
こ
と
も
考
え
て
、
行

動
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

தࡒظ੓ܭը

基
金
残
高
８
億
円
は
必
達
目
標
か

౴
財
政
指
標
の
数
値
目
標
と
し
て
設
定
し
た

෱Ӭӫॿ議һ

ୈ̑࣍௕ऱொ૯߹ৼܭڵըͷ
ऴ೥౓はྩ࿨̎೥だ࠷



8潮さい（R元.11.15 No.139）

Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

໰
長
洲
中
学
校
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
、
私
的
な

も
の
が
発
見
さ
れ
た
と
答

弁
さ
れ
た
が
、
校
長
室
の

パ
ソ
コ
ン
は
私
的
に
使
わ

せ
て
い
る
の
か
。

౴
（
教
育
長
）

全
く
個
人
的
な
こ
と

に
利
用
す
る
の
が
私
的
と

捉
え
る
。
今
回
出
て
き
た

も
の
は
校
長
独
自
で
ま
と

め
た
も
の
と
捉
え
る
。

໰
私
的
だ
と
判
断
し
た

の
は
誰
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

職
務
遂
行
上
必
要
な

中
で
の
私
的
と
答
弁
し

た
。

໰
ア
ン
ケ
ー
ト
も
記
録

も
な
い
と
答
弁
さ
れ

る
が
、
校
長
の
パ
ソ
コ
ン

に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
、

新
聞
の
暴
露
報
道
に
よ
っ

て
、
議
会
は
知
っ
た
。
そ

の
間
、
何
年
も
経
っ
て
い

る
。
議
会
で
質
問
し
て
も

答
え
な
い
、
こ
れ
は
隠
し

て
い
た
の
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

教
育
長
は
答
弁
を
控

え
た
方
が
良
い
と
私
が
判

断
し
た
。

໰
新
聞
の
暴
露
報
道
の

前
日
に
、
議
会
質
問

し
た
時
に
も
、
一
言
も
答

弁
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。౴

（
学
校
教
育
課
長
）

決
し
て
隠
し
た
わ
け

で
は
な
い
、
差
し
控
え
た

と
い
う
だ
け
だ
。

໰
大
事
な
こ
と
だ
か
ら

答
弁
で
き
な
い
と
は

ど
う
い
う
こ
と
だ
。

౴
（
教
育
長
）

私
と
し
て
は
、
言
え

ま
せ
ん
と
い
う
こ
と
だ
。

໰
議
会
質
問
に
対
し
、

事
実
も
熟
知
し
な
が

ら
、
な
ぜ
う
そ
を
つ
き
、

虚
言
と
と
も
に
、
事
実
を

隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
態
度

を
と
る
の
か
。

　

本
日
の
議
会
答
弁
が
示

す
よ
う
に
、
事
実
を
隠
し
、

町
と
し
て
大
事
な
こ
と
だ

か
ら
と
し
て
説
明
を
控
え

た
り
、
訴
訟
の
こ
と
だ
か

ら
な
る
べ
く
住
民
に
知
ら

せ
な
い
ほ
う
が
い
い
な
ど

と
、
事
実
を
歪
曲
し
た
り
、

ま
さ
に
虚
言
と
、
隠
蔽
と

思
わ
れ
る
そ
の
姿
は
、
教

育
に
携
わ
る
者
と
し
て
恥

を
知
る
べ
き
だ
。

౴
（
教
育
長
）

私
の
心
が
見
え
ま
す

か
、
こ
の
任
を
受
け
て
、

一
生
懸
命
仕
事
を
全
う
し

て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

໰
教
育
長
の
心
の
中
は

雑
草
だ
ら
け
だ
、
住

民
の
代
弁
者
で
あ
る
議
会

に
、
虚
言
ら
し
き
も
の
は

や
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

何
カ
月
も
議
会
答
弁
に
虚

言
だ
と
指
摘
さ
れ
る
の
は

教
育
者
と
し
て
児
童
教
育

上
よ
く
な
い
。

౴
（
教
育
長
）

誠
実
に
職
務
に
取
り

組
み
た
い
と
思
う
。

௕ऱதֶߍ

ҭ՝ڭߍֶ

長
洲
中
学
校
で
起
こ
っ
た
暴
力
事
件
に
つ
い
て
再
び
問
う

౴
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
隠
蔽
や
虚
言
を
し
て
な
い

ᖛ⃻　ٱ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

自
主
防
災
組
織
の
女
性
の
登
用
率
は

౴
10
％
で
あ
る
。30
％
を
め
ざ
し
て
い
く

໰
災
害
に
備
え
、
男
女

共
同
参
画
の
観
点
か

ら
も
地
域
防
災
に
女
性
の

目
線
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
防
災
活

動
の
現
状
を
伺
う
。

໰
過
去
の
震
災
で
は
自

主
防
災
組
織
が
男
性

中
心
で
あ
っ
た
為
、
女
性

の
意
見
が
反
映
さ
れ
ず
多

く
の
問
題
が
起
こ
っ
た
。

自
主
防
災
組
織
の
班
長
以

上
の
女
性
登
用
率
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

２
４
８
名
中
��
名
で

౴
（
町
長
）

女
性
消
防
隊
を
組
織

し
、
防
災
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
��
の
自
主
防
災
組

織
に
お
い
て
女
性
を
班
長

以
上
の
役
員
と
し
て
登
用

し
て
い
る
。

໰
諸
団
体
と
災

害
時
相
互
応

援
協
定
を
締
結
し

て
い
る
が
そ
の
効

果
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

職
員
、
食
料
、

物
資
施
設
貸
与
、

廃
棄
物
処
理
な
ど

対
策
や
復
旧
に
効

果
が
あ
る
。

໰
備
蓄
品
の
決

定
に
つ
い
て

女
性
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い

る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

し
て
い
な
い
。

��
％
で
あ
る
。
今
後
推
進

を
図
り
��
％
を
目
指
し
て

い
く
。

໰
総
務
課
で
Ｈ
Ｕ
Ｇ

（
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
）
の
キ
ッ
ト
を
購
入
し

た
が
貸
し
出
し
状
況
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

申
請
は
な
い
。
今
後

今
後
は
、
備
蓄
購
入
の
際
、

女
性
の
意
見
を
参
考
に
し

て
い
く
。

໰
乳
幼
児
用
液
体
ミ
ル

ク
の
備
蓄
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

災
害
時
、
負
担
軽
減

や
安
全
面
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
が
消
費
期
限
が
短
く

コ
ス
ト
が
高
い
為
、
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

໰
災
害
時
、
３
日
分
の

水
や
食
料
を
自
分
で

備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
が

現
状
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

長
洲
町
地
域
防
災
計

画
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
備
蓄
し
て
い
る
家
庭

は
少
な
い
。
周
知
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。

周
知
し
て
い
く
と
共
に
自

主
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
Ｈ
Ｕ
Ｇ
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
。

໰
避
難
所
に
お
い
て
、

授
乳
室
、
更
衣
室
の

確
保
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

部
屋
が
用
意
で
き
な

い
場
合
は
、
パ
ネ
ル
、
布
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
で
視
線

を
さ
え
ぎ
る
形
を
と
る
。

໰
避
難
所
に
お
け
る
防

犯
対
策
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

避
難
所
の
運
営
委
員

会
で
協
議
し
、
共
助
に
よ

り
見
守
り
な
ど
の
防
犯
対

策
を
行
う
。

໰
ト
イ
レ
は
重
要
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ

で
あ
る
が
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
と
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

下
水
道
の
本
管
に
直

結
す
る
形
で
マ
ン
ホ
ー
ル

を
あ
け
て
そ
の
上
に
設
置

す
る
。
設
置
が
容
易
、
水

の
必
要
が
な
い
、
車
椅
子

で
も
入
り
や
す
い
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

໰
町
内
の
避
難
所
で
の

設
置
状
況
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

町
内
��
カ
所
の
指
定

避
難
所
に
お
い
て
設
置
可

能
で
あ
る
。

ঁੑফ๷ୂͷߋなΔ׆༂にظ଴

女
性
目
線
の
防
災
活
動
の
推
進
を
図
る
に
は

౴
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
取
り
組
む

લాඒ࿨ࢠ議һ

ɺศརなϚϯϗʔϧτΠϨ࣌֐ࡂ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

長
洲
駅
周
辺
の
環
境
美
化
へ
の
対
策
は

車
の
出
入
り
に
支
障
あ
る

勾
配
箇
所
の
適
正
化
は

౴

除
草
作
業
、

駐
輪
マ
ナ
ー
の
指
導
を
強
化
し
て
い
く

౴

広
範
囲
に
及
ぶ
工
事
と
な
り

現
時
点
で
は
難
し
い

໰
来
年
度
か
ら
小
学
校

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
が
必
修
化
さ
れ
る
。

実
施
に
向
け
て
の
準
備
は
。

౴
（
教
育
長
）

昨
年
度
か
ら
学
校

I
C
T
教
育
推
進
委
員

会
を
設
置
し
、
今
後
の
方

向
性
や
実
施
方
法
、
教
職

員
研
修
等
を
重
ね
て
お

໰
駅
南
側
駐
車
場
周
辺

は
、
雑
草
が
多
く
管

理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

ま
た
、
通
勤
通
学
の
自
転

車
が
無
造
作
に
置
か
れ
て

い
る
。
町
の
対
応
は
。

౴
（
町
長
）

除
草
作
業
の
回
数
を

ふ
や
し
、
駐
輪
マ
ナ
ー
の

指
導
や
啓
発
活
動
を
行
い
、

環
境
美
化
を
進
め
て
い
く
。

໰
雑
草
の
生
え
る
時

期
・
種
類
も
変
化
し

て
い
る
。
そ
れ
が
わ
か
る

໰
県
道
か
ら
の
入
口
は

道
路
勾
配
が
不
適
正

で
住
民
が
不
便
さ
を
感
じ

て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
町

の
見
解
は
。

౴
（
町
長
）

要
望
箇
所
を
改
善
す

る
た
め
に
は
、
広
範
囲
に

及
ぶ
工
事
と
な
り
、
現
時

点
の
事
業
推
進
は
難
し
い
。

り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
に
つ
い
て
も
必
要
な
環

境
整
備
や
教
職
員
の
資
質

向
上
な
ど
を
協
議
し
て
い

る
。

໰
保
護
者
に
も
、
事
前

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
に
つ
い
て
説
明
は
あ

る
の
か
。

近
隣
の
住
民
、
各
行
政
区

に
委
託
さ
れ
て
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

駐
車
場
の
除
草
作
業

は
、
駐
車
場
利
用
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
等
想
定
さ
れ

る
。
区
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
慎
重
に
検
討
す
る
。

౴
（
建
設
課
長
）

町
道
長
洲
駅
・
海
岸

線
の
除
草
作
業
が
担
当
区

の
委
託
と
な
れ
ば
、
管
理

と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
思
う
。
駅
駐
車
場
の

件
と
併
せ
、
区
と
協
議
し

検
討
す
る
。

໰
工
事
の
規
模
を
縮
小

し
て
効
果
の
あ
が
る

策
は
何
か
な
い
か
。
策
と

し
て
、
停
止
線
の
設
置
等

は
ど
う
か
。

౴
（
建
設
課
長
）

停
止
線
な
ど
の
対
応

等
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

今
後
、
試
験
的
に
各

学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
実
施
し
て
い
く
。

こ
れ
を
、
学
校
だ
よ
り
に

掲
載
、
ま
た
、
授
業
参
観

な
ど
に
お
い
て
保
護
者

等
々
に
見
て
頂
き
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
事
を
考

え
て
い
る
。

͋ͬɺಈいͨɺಈい ʂͨʢਗ਼ཬখにͯʣ

૲ݪにӭ͙ۚڕΦϒδΣʁ

来
年
度
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
、そ
の
準
備
は

౴
方
向
性
や
実
施
方
法
、
教
職
員
研
修
等
の
検
討
を
重
ね
て
い
る

த઒խ໌議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

運
転
経
歴
証
明
書
を
発
行
し
て
は

౴

調
査
検
討
し
総
合
的
に
判
断
す
る

໰
高
齢
者
の
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
が
増
え

て
い
る
。
免
許
証
自
主
返

納
の
機
運
が
あ
る
が
本
町

の
状
況
は
ど
う
か
。

౴
（
町
長
）

荒
尾
地
区
交
通
安
全

協
会
の
協
力
で
制
度
の
周

知
と
推
奨
を
し
て
い
る
。

増
加
傾
向
に
あ
り
、
本
年

໰
民
間
事
業
者
��
事
業

者
と
４
自
治
体
で
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。
将
来
の
自
治
体
経

営
や
住
民
満
足
度
の
観
点

や
持
続
性
が
大
事
な
視
点

だ
。
今
後
の
方
向
性
と
展

開
を
伺
う
。

౴
（
町
長
）

地
域
活
性
化
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ

し
、
企
業
・
大
学
と
協
定

を
締
結
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

官
民
協
働
の
事
業
を
推
進

し
て
い
る
。
各
分
野
で
大

き
な
効
果
が
出
て
い
る
。

今
後
も
連
携
を
強
化
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

໰
住
民
の
見
守
り
を
担

う
協
定
で
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
の
知
識
や
必
要

な
行
動
の
養
成
講
座
は
あ

る
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

６
事
業
者
は
既
に
受

講
し
て
い
る
。
今
後
も
町

主
催
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
受
講
を
す
す
め
る
。

໰
中
学
校
の
夢
ト
ー
ク

で
協
定
し
て
い
る
事

業
所
や
製
品
を
知
ら
な
い

の
は
残
念
だ
っ
た
。
周
知

へ
の
努
力
が
足
り
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
地
域

住
民
周
知
に
視
点
を
お
く

こ
と
も
大
事
だ
。

　

住
民
生
活
を
支
援
し
て

い
く
協
定
事
業
者
・
大

学
・
自
治
体
や
地
元
製
品

や
農
産
物
な
ど
を
一
堂
に

紹
介
展
示
す
る
場
を
創
っ

て
は
ど
う
か
。
包
括
連
携

協
定
を
継
続
的
に
す
す
め
、

住
民
の
参
画
意
識
を
高
め

る
の
に
必
要
だ
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

広
報
で
周
知
し
、
金

魚
と
鯉
の
郷
広
場
や
金
魚

の
館
等
を
活
用
し
て
い
く
。

　

協
定
を
う
ま
く
活
か
し

な
が
ら
、
地
元
産
業
も
活

性
化
す
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
。

は
８
月
時
点
で
既
に
��
件

と
な
っ
て
い
る
。

໰
本
人
確
認
の
免
許
証

が
無
く
な
る
と
不
便

に
な
る
。
そ
こ
で
運
転
経

歴
証
明
書
を
発
行
し
自
主

返
納
を
促
す
ス
テ
ッ
プ
に

し
て
は
ど
う
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

各
自
治
体
の
情
報
も

集
め
て
総
合
的
に
調
査
し

検
討
し
た
い
。

ொதΛ૸りながΒݟकͬͯΔよ

ຊਓ֬ೝで͖ます

包
括
連
携
協
定
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
場
が
必
要
だ

౴
協
定
の
周
知
と
地
元
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
む

෱ຊΈ΍ࢠ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

漁
業
法
の
改
正
で
影
響
が
生
じ
る
の
か

౴

特
に
大
き
な
影
響
は
な
い
と
考
え
る

໰
��
年
ぶ
り
に
漁
業
法

が
改
正
さ
れ
た
が
、

町
の
事
業
や
漁
業
振
興
に

影
響
が
生
じ
る
か
伺
う
。

౴
（
町
長
）

国
か
ら
の
情
報
等
に

お
い
て
、
熊
本
北
部
漁
協

の
活
動
に
特
に
大
き
な
影

響
は
な
い
と
考
え
る
。

໰
９
月
��
日
に
諫
早
湾

干
拓
事
業
の
訴
訟
で

最
高
裁
の
判
決
が
出
る
が
、

有
明
海
の
再
生
に
つ
い
て

町
長
の
思
い
を
伺
う
。

౴
（
町
長
）

有
明
海
の
再
生
は
漁

業
者
、
沿
岸
地
域
に
と
っ

て
大
変
重
要
で
あ
る
。
判

決
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
が
、
県
や
熊
本
北
部

漁
協
、
近
隣
自
治
体
と
足

໰
国
連
が
決
議
し
た
家

族
農
業
の
��
年
を
農

政
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
。

౴
（
町
長
）

家
族
農
業
経
営
も
地

域
農
業
の
担
い
手
と
し
て

重
要
で
あ
り
、
将
来
の
地

域
農
業
に
関
す
る
話
し
合

い
に
参
加
し
、
課
題
解
決

に
向
け
た
支
援
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
く
。

໰
農
水
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
る
と
、
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
、
経
営

体
育
成
支
援
、
農
業
人
材

強
化
支
援
、
６
次
産
業
化

交
付
金
、
日
本
型
直
接
支

払
等
の
事
業
名
が
あ
る
が

町
の
事
業
に
活
用
さ
れ
て

い
る
か
伺
う
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

国
が
農
業
施
策
の
補

助
メ
ニ
ュ
ー
で
掲
げ
て
あ

る
も
の
で
、
実
施
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。

並
み
を
そ
ろ
え
、
漁
業
の

振
興
に
努
め
た
い
と
考
え

る
。

໰
有
明
海
で

姥う
ば
が
い貝
が
た

く
さ
ん
採
れ
る

が
、
処
理
業
者

等
の
問
題
も
あ

り
市
場
に
出
せ

な
い
と
聞
く
。

地
元
と
し
て
期

待
も
あ
る
と
思

う
が
町
の
考
え

は
。

໰
農
水
省
の
事
業
施
策

例
で
実
際
に
や
っ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
伺
う
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
で
の

施
設
補
助
や
、
大
豆
の
農

業
機
械
、
麦
の
機
械
導
入

が
あ
る
。
ま
た
、
次
世
代

人
材
投
資
事
業
で
１
名
の

利
用
実
績
が
あ
る
。

໰
農
業
振
興
と
の
関
係

も
あ
る
が
、
町
内
に

た
め
池
は
い
く
つ
あ
る
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

平
成
��
年
の
西
日
本

豪
雨
で
た
め
池
等
の
点
検

を
行
っ
た
数
で
、
農
業
用

た
め
池
と
し
て
��
で
あ

る
。

౴
（
町
長
）

長
洲
の
漁
業
製
品
を

使
っ
た
６
次
産
業
化
へ
の

活
性
化
を
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

։໳ແྗԽ൑ܾΛഁߴغɺ ໭ࠩ͠͠ࡋ

家
族
農
業
を
町
の
政
策
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
か

౴
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
支
援
を
実
施

େ৿लٱ議һ

ˎӦ೶に઎ΊΔՈ଒ܦӦମͷׂ߹ͱொで׆༻ͷྫࡦࢪ

๺෦ഉਫ໳

調整池のアオコ毒水を大量に海域へ排出
�Өɿ���9ʵ9ʵ1ࡱ

೔本 ̪̚
ʢ'BNJMZ'BSNTʣ

ถࠃ
ʢ'BNJMZ'BSNTʣ

97�6�ʢ201�೥ʣ
ʢ1
����1
�77ઍށʣ

96�2�ʢ201�೥ʣ
ʢ10
�26�10
8�1ઍށʣ 98�7�ʢ201�೥ʣ

《
施
策
例
》

ᶃ͍ڧ೶ۀ୲͍खͮ͘Γ૯߹ࢧԉަ෇ۚۀࣄʢτϚτϋ΢εʣ
ᶄ࢈஍ύϫʔΞοϓۀࣄʢػցɺࢪઃͷಋೖʣ
ᶅ୲͍ख֬อܦӦڧԽࢧԉۀࣄʢ೶ػۀցಋೖʣ
ᶆ೶ۀਓڧྗࡐԽ૯߹ࢧԉۀࣄʢ੨೥౳ब೶څ෇ۚʣ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

໰
地
方
公
務
員
法
の
改

正
に
よ
り
令
和
２
年

４
月
か
ら
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る

が
、
本
町
で
働
く
臨
時
・

非
常
勤
等
職
員
の
多
く
が

任
用
移
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
か
。

౴
（
町
長
）

臨
時
・
非
常
勤
職
員

全
体
の
任
用
根
拠
の
明
確

化
・
適
正
化
を
図
り
、
令

和
２
年
４
月
か
ら
本
町
勤

務
の
職
は
全
て
会
計
年
度

任
用
職
員
へ
任
用
移
行
の

予
定
で
あ
る
。

໰
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
導
入
に
向

け
、
適
正
な
任
用
や
勤
務

条
件
の
整
備
、
条
例
改
正

等
を
ど
の
よ
う
な
方
針
と

計
画
で
準
備
を
進
め
て
い

る
か
。

౴
（
町
長
）

本
年
��
月
の
議
会

で
、
会
計
年
度
任
用
職
員

に
関
連
す
る
条
例
等
を
整

備
し
提
案
し
た
い
。
改
正

法
の
趣
旨
に
よ
り
、
適
正

な
任
用
、
勤
務
条
件
を
確

保
し
、
現
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
臨
時
・
非
常
勤
等
職

員
に
は
、
制
度
説
明
を
行

い
た
い
。

໰
今
回
の
改
正
法
で
、

特
別
職
非
常
勤
職
員

は
、
専
門
性
の
高
い
者
に

限
定
さ
れ
、
労
働
性
が
あ

る
職
は
、
一
般
職
に
移
行

と
な
る
。
本
町
で
は
、
特

別
職
の
ど
の
よ
う
な
職
が

一
般
職
に
移
行
す
る
か
。

౴
（
町
長
）

特
別
職
か
ら
一
般
職

に
移
行
す
る
職
に
は
、
介

護
保
険
訪
問
調
査
員
や
特

別
支
援
教
育
支
援
員
な

ど
、
労
働
性
が
あ
る
職
種

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
会

計
年
度
任
用
職
員
、
す
な

わ
ち
一
般
職
に
移
行
す
る

こ
と
に
な
る
。

໰
今
回
の
改
正
法
で
、

本
町
と
地
区
住
民
の

連
絡
調
整
を
行
う
「
区
長
」

を
引
き
続
き
特
別
職
非
常

勤
「
駐
在
員
」
と
し
て
、

任
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

౴
（
町
長
）

本
町
独
自
の
特
別
職

で
あ
る
駐
在
員
に
つ
い
て

は
、
一
般
職
に
移
行
す
る

か
、
業
務
委
託
な
ど
の
別
の

形
態
を
と
る
か
、
駐
在
員

で
あ
る
区
長
の
意
見
を
聞

き
検
討
を
進
め
て
い
る
。

໰
会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
に
は
、

か
な
り
の
財
源
確
保
が
必

要
で
あ
る
。
会
計
年
度
任

用
職
員
や
派
遣
職
員
化
な

ど
多
様
な
勤
務
形
態
の
職

員
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
、

最
小
の
コ
ス
ト
で
最
も
効

果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
う
た
め
に
、
職

員
定
員
適
正
化
計
画
の
策

定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

財
源
確
保
に
つ
い
て

は
、
国
の
財
政
措
置
を
求

め
た
い
。
今
回
の
改
正
法

に
よ
り
、
専
門
知
識
を
持

っ
た
会
計
年
度
任
用
職
員

の
活
用
や
組
織
機
構
改
革

を
図
り
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
財
政
運
営
と
様
々

な
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
に
職
員
定
員
適
正

化
計
画
を
策
定
し
た
い
。

会ܭ೥౓೚༻৬һ਺౳ΛؚΊͨ
৽ͨな৬һఆһదਖ਼ԽܭըΛ

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
よ
り
職
員
定
員
の
適
正
化
を

౴
効
果
的
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
と
適
正
な
定
員
管
理
を
図
り
た
い

஛ຊ৴࣍議һ

˙௕ऱொͷ৬һ਺ͷਪҠ
ฏ੒�1೥݄̐26೔ɿެࠂʢ୯Ґɿਓʣ

会ܭ೥౓೚༻৬һʹ࠾༻͞Ε
ͨ৔߹ʹɺ͓څྉͳͲͷ଴۰
͸Ͳ͏ͳΓ·͔͢ʁ

৤ୗ৬һʹରͯ͠͸ɺใुͱඅ༻
หঈʢ௨ۈඅ૬౰ֹ౳ʣ͠ Ͱڅࢧ͔
͖·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺ会ܭ೥౓೚༻
৬һʹରͯ͠͸ɺ͜Εʹซͤͯظ
຤ख౰ΛڅࢧͰ͖ΔΑ͏ʹͳΓ·
ͨ͠ɻ会ܭ೥౓೚༻৬һ੍౓ͷझ
৬һͷॲ۰վળ͕ۈ͸ɺඇৗʹࢫ
ؚ·Ε͍ͯΔͨΊɺࠓΑΓྑ͍଴
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

ス
ー
パ
ー
閉
店
に
伴
い
、

買
い
物
弱
者
対
策
は

౴
ス
ー
パ
ー
の
誘
致
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く

໰
地
域
の
日
常
を
観
光

資
源
と
し
て
、
住
ん

で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の

観
光
地
域
づ
く
り
と
し
て
、

໰
ス
ー
パ
ー
が
閉
店
し
、

高
齢
化
が
進
む
地
域

に
は
、
最
寄
品
店
は
必
要

不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。

買
い
物
弱
者
対
策
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

౴
（
町
長
）

買
い
物
弱
者
対
策
と

し
て
、
身
近
な
場
所
に
店

を
つ
く
る
、
家
ま
で
商
品

伝
統
文
化
、
美
し
い
自
然
、

歴
史
的
景
観
等
を
最
大
限

に
活
か
し
た
観
光
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

を
届
け
る
、
家
か
ら
出

か
け
や
す
く
す
る
の
三
つ

の
方
法
で
取
り
組
み
、
ス

ー
パ
ー
の
誘
致
に
努
力
す

る
。

໰
高
齢
者
の
見
守
り
に

関
す
る
協
定
を
し

た
、
ユ
ー
マ
ー
ト
ト
ク
ナ

ガ
が
実
施
し
て
い
る
移
動

販
売
者
の
「
と
く
し
丸
」

౴
（
町
長
）

毎
年
観
光
振
興
と
し

て
、
郷
土
色
豊
か
な
イ
ベ

ン
ト
を
数
多
く
開
催
、
多

数
の
来
場
者
が
訪
れ
て
お

り
、
ま
た
、
観
光
地
域
づ

く
り
に
お
い
て
は
、
荒
尾

市
と
広
域
的
に
金
魚
と
鯉

の
郷
広
場
を
結
ぶ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
、

イ
ベ
ン
ト
を
進
め
て
い
く
。

໰
訪
れ
る
方
に
長
洲
町

の
観
光
地
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
Q
R

コ
ー
ド
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の

設
置
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

ス
マ
ホ
も
普
及
し
て

き
て
お
り
、
読
み
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
情
報
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
設
置
場

所
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

໰
歴
史
的
な
文
化
遺
産

で
あ
る
「
ぼ
た
も
ち

さ
ん
」（
立
花
宗
茂
公
夫

人
の
墓
）
は
町
指
定
文
化

財
で
も
あ
り
、
観
光
客
が

訪
れ
る
場
合
、
周
辺
整
備

の
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

伺
う
。

౴
（
生
涯
学
習
課
長
）

平
成
��
年
度
、
検
討

委
員
会
を
開
催
し
、
具
体

的
な
整
備
計
画
を
策
定

し
、
来
年
度
以
降
、
計
画

に
基
づ
い
た
整
備
の
早
期

着
手
を
考
え
て
い
る
。

の
登
録
者
数
な
ど
現
状
を

伺
う
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

��
名
程
の
利
用
が
あ

り
、
移
動
販
売
の
曜
日
は
、

平
日
運
行
し
、
町
外
の
玉

名
市
方
面
も
運
行
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

ඒ͠す͗Δ෩ܠ

։ళΛ଴ͬͯいますʂ

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
��

౴
観
光
関
連
の
各
種
団
体
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く

議һࢠ໦ກߥ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

໰
配
付
さ
れ
た
総
合
振

興
計
画
の
実
施
計
画

に
将
来
発
生
す
る
で
あ
ろ

う
公
共
施
設
の
更
新
、
修

繕
、
建
設
計
画
は
ど
こ
ま

で
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の

か
。

౴
（
町
長
）

公
共
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
個
別

管
理
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
後
、

必
要
と
な
る
整
備
等
に
つ

い
て
は
財
政
状
況
を
考
慮

し
、
計
画
の
見
直
し
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

໰
今
後
��
年
の
間
に
こ

れ
ら
の
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
六
栄
保
育
所
民

営
化
に
よ
る
施
設
建
設
、

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
消

防
長
洲
分
署
の
建
設
、
玉

名
の
消
防
本
部
建
設
、
ク

リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ 

焼
却
場
の
更
新
事
業
、
小

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
修
理

交
換
、
地
中
熱
シ
ス
テ
ム

の
更
新
等
、
電
化
製
品
な

の
で
��
〜
��
年
で
必
ず
壊

れ
る
と
考
え
る
。
こ
う
い

っ
た
費
用
的
な
も
の
は
把

握
し
て
い
る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

振
興
計
画
の
令
和
３

年
ま
で
の
分
で
把
握
し
て

い
る
も
の
は
な
い
。
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
個
別
計

画
策
定
後
、
随
時
盛
り
込

ん
で
い
く
。

໰
一
部
事
務
組
合
の
消

防
建
設
費
の
負
担
分

は
計
画
に
入
っ
て
い
る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

消
防
の
長
洲
分
署
、

玉
名
の
消
防
本
部
建
設
の

具
体
的
な
金
額
等
把
握
で

き
て
な
い
の
で
計
画
に
は

入
っ
て
い
な
い
。

໰
建
設
費
用
等
盛
り
込

ま
れ
て
い
な
い
の
で

あ
れ
ば
負
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

で
は
な
い
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

事
業
費
が
未
確
定
な

も
の
は
数
字
が
把
握
で
き

ず
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
有
明
広
域
行
政
事
務

組
合
の
負
担
金
は
必
ず
支

出
が
必
要
な
事
業
だ
。
こ

れ
ら
に
考
慮
し
な
が
ら
、

そ
の
他
事
業
の
優
先
順
位

の
見
直
し
等
、
事
業
費
の

平
準
化
と
公
共
施
設
の
長

寿
命
化
関
係
も
含
め
て
計

画
の
見
直
し
を
や
っ
て
い

く
必
要
性
が
出
て
く
る
。

໰
��
年
先
、
��
年
先
、

さ
ら
に
そ
の
先
を
見

据
え
た
行
政
運
営
、
経
営

が
今
で
き
て
い
る
か
。
町

民
が
安
心
し
て
心
豊
か
な

暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
が
で
き
て
い
る
の
か
。

我
が
町
は
未
来
へ
と
連
綿

の
よ
う
に
続
い
て
い
く
。

今
が
大
事
な
と
き
で
は
な

い
か
。

౴
（
町
長
）

町
の
財
政
状
況
、
行

財
政
改
革
、
今
や
ら
な
け

れ
ば
と
い
う
の
が
私
も
分

か
っ
て
い
る
。
今
後
の
第

６
次
総
合
振
興
計
画
が
理

想
と
言
え
る
よ
う
な
計
画

に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
く
。

ଓはՄೳ͔ʁ࣋੓ͷࡒ

将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営
は
で
き
て
い
る
か

౴
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
計
画
の
見
直
し
を
図
る

ү໺　ത議һ
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開会の予定です

˞Ұൠ࣭໰ͷ಺༰はொϗʔϜϖʔδで
　Ӿ覧で͖ます。

皆さん傍聴に出てこんね！

ͷఆྫձ͸࣍
皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！
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近
年
地
球
温
暖
化
の
た

め
、
台
風
の
発
生
が
増
加
し

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
起

き
て
い
る
。
本
町
で
も
台
風

��
号
で
停
電
が
発
生
、ま
た
、

塩
害
で
木
々
の
葉
が
茶
色

に
枯
れ
痛
々
し
い
。
農
作
物

の
被
害
も
危
惧
さ
れ
て
お

り
自
然
災
害
の
脅
威
を
改

め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

災
害
時
、
ま
ず
は
、
自
ら
を

守
る
た
め
に
、
３
日
分
の
水
、

食
料
、
日
用
品
を
家
庭
に
備

え
て
お
き
た
い
。

（
前
田
）
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委
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長
　
濱
村
　
芳
光

副
委
員
長
　
前
田
美
和
子

委
　
員
　
中
川
　
雅
明

委
　
員
　
福
本
み
や
子

委
　
員
　
大
森
　
秀
久

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
浦
邊
　
朝
章

前
委
員
　
磯
野
　
　
博

前
委
員
　
福
永
　
栄
助

発
行
責
任
者

議
　
長
　
徳
永
　
範
昭
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宮
本
哲
太
郎

　

荒
木　

睦
子

　

松
井　

一
也

　

前
田
美
和
子

　

大
森　

秀
久

　

福
永　

栄
助

　

竹
本　

信
次

　

徳
永　

範
昭

　

濱
村　

芳
光

◎
大
森　

秀
久

◯
前
田
美
和
子

　

竹
本　

信
次

　

荒
木　

睦
子

　

磯
野　
　

博

　

福
永　

栄
助

◎
竹
本　

信
次

◯
荒
木　

睦
子

　

前
田
美
和
子

　

磯
野　
　

博

　

福
永　

栄
助

◯
福
本
み
や
子

◎
浦
邊　

朝
章

◯
中
川　

雅
明

◎
磯
野　
　

博

　

濱
﨑　
　

久

新しい委員会構成決まる

◎
＝
委
員
長

◯
＝
副
委
員
長

◎
＝
委
員
長

◯
＝
副
委
員
長

◎
＝
会
長

◯
＝
副
会
長

◎
＝
委
員
長

◯
＝
副
委
員
長


